
 ルクセンブルク情勢（２０１０年第３四半期〈７－９月〉） 

１.概況 

【内政】 

●同性婚を認める婚姻・養子縁組改正法案を閣議決定。国民議会に法案提出へ 

【外交】 

●アッセルボルン副首相兼外相，国連総会の一般討論演説でスピーチ 

【経済】 

●ＥＵ指令 2008/6/EC に基づく郵便事業の完全自由化に関する法案提出 

●インフレ率  ：７月２．５％、８月２．２％、９月２．４％ 

●失業率    ：７月６．１％、８月６．１％、９月６．１％ 

●投資信託資産高：７月２兆１９２億ユーロ、８月２兆６９０億ユーロ、 

９月２兆８３７億ユーロ 

２.主要トピック 

（１）アッセルボルン副首相兼外相，国連総会の一般討論演説でスピーチ（９月２４日） 

国連ミレニアム開発目標の達成に向けて，０９年のルクセンブルクのＯＤＡ総額が国民

総所得（ＧＮＩ）比で１％を越えた旨表明。また，中東和平問題について二国家併存によ

る解決を求めるとし，イスラエルによる入植活動を非難。さらに本年５月の２０１０年Ｎ

ＰＴ運用検討会議の決定，特に中東非大量破壊兵器地帯設置に関する国際会議の２０１２

年開催実現に向け，そのモメンタムを維持する重要性を訴えた。 

 

（２）ＥＵ指令 2008/6/EC に基づく郵便事業の完全自由化に関する法案提出（７月１２日） 

ビルツェン通信・メディア大臣がＥＵ指令 2008/6/EC に基づく郵便事業の完全自由化に

関する法案の提出について記者会見。２０１３年以降，当国において，民間企業は全ての

種類の郵便事業に参入できる。Ｐ＆Ｔ（ルクセンブルク政府１００％出資の郵便事業会社）

は２０２０年までの間に，当国におけるユニバーサルサービス（当館注：国民生活に不可

欠なサービスとして全国一律の条件で提供されるもの）の提供が求められる。上記ユニバ

ーサルサービスの導入により，従来に加えて，土曜日も郵便の集配が行われる。 

 

（３）ルクセンブルク労働組合（ＯＧＢＬ）等の労組によるデモ（９月１６日） 

ルクセンブルク市内において，ルクセンブルク労働組合（ＯＧＢＬ）等の労組が合同で，

１８歳以上の子弟に対する家族手当の削減等に反対するデモを開催。今般家族手当の削減

は，越境労働者に特に大きな影響があると抗議。主催者側発表による参加者数５千名。警

察発表による参加者数２千から２千５百名。 

 

（４）当国金融セクターの収益悪化（８月２７日） 

 当国金融セクター全体の２０１０年上半期の引当金計上前利益は２４億４，１００万ユ

ーロで対前年同期比約３２％減。手数料収入が９％増加した一方，利子収入が約２割減尐

し，費用が約７％増加した。 

 

３.主な出来事 

（１）内政 

【７月】 

９日 政府，同性婚を認める婚姻・養子縁組改正法案を閣議決定。今秋以降，国民議会に 

法案提出へ 



【８月】 

３日 ユンカー首相，１年間の政府活動の総括及び今後の重要政策課題に関し記者会見 

 

（２）外交・安全保障・ＥＵ 

【７月】 

２～３日 アッセルボルン副首相兼外相，カーボヴェルデ政府の招待を受け，同国で開催 

された第３８回西アフリカ諸国経済共同体（ECOWAS）首脳会合に参加 

５～６日 ヤコブス開発協力・人道支援相，カーボヴェルデを訪問。同国に対する第３次 

協力指標計画（2011-2015，6 千万ドル）に署名 

１４日 ヤコブス開発協力・人道支援相，ＯＤＡ年次報告を発表。０９年の当国ＯＤＡ 

総額２億９,７８２万ユーロ。ＯＤＡ総額の国内総所得（GNI）比は１．０４％  

１５日 アッセルボルン副首相兼外相，グルジアを訪問。ヴァシャッゼ外相と二国間関係， 

南コーカサス情勢等について協議 

１６～１７日 アッセルボルン副首相兼外相，ＯＳＣＥ非公式外相会合に出席（於カザフ 

スタン）。会合の枠外でイスラエルのリバーマン外相とも会見し中東和平問題に

ついて意見交換 

２０日 アッセルボルン副首相兼外相，アフガニスタンに関する国際会議に出席（於カブ 

ール） 

２６日 ・アッセルボルン副首相兼外相，ＥＵ外務理事会及び総務理事会出席（於ブリュ 

ッセル）。アイスランドのＥＵ加盟，欧州対外活動庁の設置，イラン核開発問題 

等について協議 

・ユンカー首相，スロベニアを公式訪問。パホル首相と二国間関係の強化（文化

交流，先端技術）及び欧州経済危機等について協議 

【８月】 

２４日 ユンカー首相，ルクセンブルク・ロシア外交関係開設７５周年を控え，メドヴェ

ージェフ大統領の招きに応じロシア（ソチ）を公式実務訪問。主に二国間関係，

特に金融及び産業協力を中心に協議。フリーデン財務相が同行 

２７日 ヤコブ開発協力・人道支援相及びハルスドルフ国防相，パキスタン洪水災害支援

について記者会見。ルクセンブルク軍からの給水部隊の派遣等について説明 

３１日 ユンカー首相，ファン＝ロンパイ欧州理事会議長と会談（於ブリュッセル）。欧

州経済・通貨問題等について意見交換 

【９月】 

１０～１１日 ・アッセルボルン副首相兼外相，ＥＵ非公式外相会合に出席（於ブリュッ

セル）。パキスタン洪水災害支援，ＥＵの中国・インド・ブラジルとの戦

略パートナーシップ等について協議 

・ユンカー首相，ポーランドを実務訪問。コモロフスキ大統領と９月欧州 

理事会に向け，ＥＵ経済・金融情勢について意見交換 

１３日 アッセルボルン副首相兼外相，ＥＵ総務理事会に出席（於ブリュッセル）。中国・

インド・ブラジルとの戦略パートナーシップのあり方等について協議 

１５日 ユンカー首相，フリーデン財務相及びクレッケ経済・通商相を帯同し，スイスを

公式訪問。金融関係（預金の秘匿性保持）等に関する協力を確認 

１６日 ユンカー首相及びアッセルボルン副首相兼外相，特別欧州理事会に出席（於ブリ

ュッセル）。新興諸国との戦略パートナー関係及びＥＵの経済ガバナンス等につ

いて協議 

１４～２２日 欧州委員会のレディング副委員長（司法・基本権・市民権担当，ルクセン

ブルク人）が，仏政府のロマ人国外追放措置を批判したことを契機に，ルクセン

ブルクと仏の一部要人の間で批判の応酬。紆余曲折を経て２２日，マリーニ仏上

院議員が同議員の行った発言について謝罪したことで事態終息 



２０日 ベルギーのデ・クレム国防相が来訪 

２０～２２日 ヤコブス開発協力・人道支援相，国連ミレニアム開発目標に関するサミッ

トに出席（於ＮＹ） 

２１～２５日 アッセルボルン副首相兼外相，第６５回国連総会出席。２４日に一般討論

演説 

２８日 アッセルボルン副首相兼外相，グアンタナモ収容所の元被収容者の国内受け入れ

について種々検討したものの，結果として受入れが難しくなった旨，記者会見で

説明 

３０日 アッセルボルン副首相兼外相，モルドバを実務訪問 

 

（３）経済 

【６月】（第２四半期追加分） 

３０日 日・ルクセンブルク間のマネーロンダリングに関する情報交換枠組設定 

【７月】 

 １日 ・アルセロール・ミタル社，欧州委員会より鉄鋼カルテルを組んでいたとしてグ

ループ全体で３億１，５００万ユーロの制裁金を科される 

    ・賃金物価スライド制が実施される。前回０９年３月実施時より賃金インデック

スが２．５％上昇。 

  ８日 当国２０１０年上半期の倒産件数は３６３件で対前年同期比２．８３％の増。

Creditreform 社調べ（ターゲ・ブラット紙報道） 

 ９日 ・ルクセンブルク金融業協会（ＰＲＯＦＩＬ）の新会長に，ルクセンブルク投資

信託協会（ＡＬＦＩ）クレマー会長が選出される。新副会長には，ルクセンブル

ク銀行協会（ＡＢＢＬ）コンツェン会長及びルクセンブルク商工会議所グラメー

ニャ事務局長の２名が選出 

    ・政府，欧州金融危機に対応するための歳入増加を目的とした法案を閣議決定 

１２日 ・ルクセンブルク住宅省の一部局「住宅観測局」，同国の住居事情に関する２０

０９年報告書を公表。不動産販売価格は前年より上昇。一方，賃料は戸建ては上

昇するもアパート賃料は下落 

    ・ビルツェン通信・メディア大臣，ＥＵ指令 2008/6/EC に基づく郵便事業の完全

自由化に関する法案の提出について記者会見 

２１日 政府，銀行・保険業界労働組合（ＡＬＥＢＡ），キリスト教労働組合連合（ＬＣ

ＧＢ），ルクセンブルク労働組合（ＯＧＢＬ）及び国立貯蓄銀行（ＢＣＥＥ）と

の間で，銀行強盗からの身体と財産の保全を目的とする覚書を更新 

２３日 ルクセンブルク金融監督委員会（ＣＳＳＦ），自国のストレス・テスト対象行（２

行）の結果を公表。資本不足なし 

２７日 ＢＣＥＥ（国立貯蓄銀行）の２０１０年上半期決算発表。１億３，０００万ユー

ロの黒字で前年同期比１割増 

【８月】 

５日 ルクセンブルク証券取引所，ベラルーシ共和国が初めて発行した海外投資家向け

国債の上場を認可。上場総額は６億ドル、固定金利は８．７５％ 

６日 当国及びエストニア，グリーン投資スキームを活用したＣＯ２割当量売買契約を

締結 

１７日 当地フィンデル空港を運営する LuxAirport，２０１０年上半期旅客数は前年同期

比０．９％増の 716,944 人と発表。航空貨物取扱高は１５．９％増。アイスラン

ド火山の影響がなければ旅客数は３．５％増と試算 

１８日 独系金融機関のデカバンク，独系バーデン・ビュルデンベルグ州立銀行のプライ

ベートバンク部門を２０１１年１月に買収と発表 

２４日 ルクセンブルク中央銀行，経済情勢のシミュレーションとルクセンブルク金融セ



クターに関する調査を発表。同調査によると，ルクセンブルク金融セクターは，

ユーロ圏のＧＤＰ及び不動産価格の影響を大きく受ける傾向がある一方，経済悪

化に耐えうる潤沢な資本を有している 

２６日 フリーデン財務相，ドイツ語圏非公式財務相会合に出席（於ウィーン）。欧州各

国の財政再建，欧州財政政策等について意見交換  

２７日 当国金融セクター全体の２０１０年上半期の引当金計上前利益は２４億４，１０

０万ユーロで対前年同期比約３２％減。手数料収入が９％増加した一方，利子収

入が約２割減尐し，費用が約７％増加（ルクセンブルク金融監督委員会プレスリ

リース） 

【９月】 

 ２日 ＢＧＬ・ＢＮＰパリバ，合併後初めてとなる２０１０年上半期決算を発表。４２％

の減益 

 ９日 ルクセンブルク中銀メルシュ総裁，「ルクセンブルクの経済情勢は未だ不確実性

がある」と言及（ラ・ヴォア紙報道） 

１０日 ・アルセロール・ミタル社株式が，SRI インデックス（当館注：企業の財務面だけ

でなく，社会的責任を投資決定の重要な判断要素とする投資指標）の一つである

DJSI World (Dow Jones Sustainability World Index)に採用 

    ・世界経済フォーラムが発表した最新の国際競争力レポートによるルクセンブル

クの順位は第２０位（日本は第６位） 

１３日 ・ユンカー首相，欧州投資銀行会議場にて開催されたヴェルナー・レポート発行

４０周年記念シンポジウムにて，欧州通貨統合の利点及び課題等についてスピー

チ 

・上海万博ルクセンブルク館来場者数５百万人突破 

１４日 ルクセンブルク銀行協会（ＡＢＢＬ）ロメス事務局長，銀行の新たな自己資本比

率規制「バーゼルⅢ」につき，金融セクターの採算性が悪化する懸念を示す（ラ・

ヴォア紙報道） 

１５日 「バーゼルⅢ」に関するルクセンブルク金融監督委員会シモン委員の見解。「ル

クセンブルクの金融機関の支払能力は高く，同規制による影響は極めて小さい。

他方，大変厳しい同規制は，景気後退時の損失を抑える効果があるとは言え，金

融機関の収益性には影響を及ぼすだろう」，「同規制の適用までには８年あるた

め，ルクセンブルクの金融センターは影響を受けるものの，その影響は軽微だろ

う」など（ラ・ヴォア紙報道） 

１６日 ルクセンブルク市内でルクセンブルク労働組合（ＯＧＢＬ）等の労組が合同で，

１８歳以上の子弟に対する家族手当の削減等に反対するデモを開催。主催者側発

表による参加者数５千名。警察発表による参加者数２千から２千５百名（ラ・ヴ

ォア紙報道） 

１８日 閣議において２０１１年度予算の第１回目審議 

２０日 Ｄｅｘｉａ銀行が人員削減を発表。当国支店の削減人員数は１４０名（ラ・ヴォ

ア紙報道） 

２７日 独系金融機関のデカバンク，WestLB International S.A.を２０１１年１月に買収

と発表 

２８～２９日 ＡＬＦＩ－Ｎｉｃｓａ投資ファンドコンファレンスが開催。開会挨拶にお

いてフリーデン財務相，「代替投資ファンド・マネージャー（ＡＩＦＭ）指令が

欧州を（ＥＵ域外のファンドマネージャーを閉め出す）要塞とすることは望まな

い」と発言（ラ・ヴォア紙報道） 

２９日 ・ルクセンブルク中銀及び中国人民銀行，職員研修，情報交換等の分野で両行が

協力する覚書に署名 

    ・政府及び労組間で二者協議が行われ，賃金物価スライド制の実施の一時凍結等



について了解 

    ・ライファイセン銀行，他行からの顧客シフトによる預り金残高の増（１３．１％

増）や，低金利等を主因とする２０１０年上半期の好決算を発表。従業員数を２

１名増やし５０３名に（ターゲ・ブラット紙） 

３０日 ディ・バルトロメオ保健相兼社会保障相，健康保険料の事業者負担率及び被保険

者負担率の引き上げ並びに診療報酬の一部引き下げ等を柱とする，国民健康保険

の収支改善のための法案を発表 

 

（４）大公室・社会 

【７月】 

１１日 ルクセンブルク統計局，「世界人口デー」に合わせ当国人口動態について発表。 

全人口５０万２０６６人（2010.1.1 時点）。１９８５年から２００８年の間の年

平均人口増加率１．２４％。自然人口増加率０．３２％。全人口に占める外国人

比率４３．１％ 

２５日 ツール・ド・フランス大会でルクセンブルク人のアンディ・シュレック選手が昨

年同様，総合２位で完走。  

【８月】 

３日 大公同妃両殿下の第３子であるルイ王子、２４歳の誕生日 

１９日 米ニューズウィーク誌による「良い暮らしができている国ランキング」でルクセ

ンブルクが５位に。（１位フィンランド，２位スイス，３位スウェーデン，４位

オーストラリア） 

【９月】 

７～９日 大公同妃両殿下，ポルトガルを国賓訪問。アッセルボルン副首相兼外相夫妻が

同行。同訪問に合わせクレッケ経済・通商大臣をトップとする経済ミッションを

派遣 

       


